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本書は，図書館プロデューサーとして各地の公共
施設を手掛けてきた著者が，前著『未来の図書館，
はじめませんか？』（青弓社 2014年）に続き刊行
した図書である。主な読書対象として，新たに公共
図書館の整備を検討することになった自治体職員，
議員，住民らが，本書により図書館整備についての
「勘どころ」を掴むことを目的として書かれている。
図書館整備にあたり，何から着手し，各段階でどの
ように進めていけば良いかについて，具体的な事例
を織り交ぜて説明してあり，前著と比較して「図書
館をはじめる」ことに対して，より実践的な内容と
なっている。
第1章では，図書館をはじめる準備として，今の
図書館がどのような状況であるかを他館との比較や，
書籍や雑誌の情報を元に把握すること，それから自
治体の総合計画や個別計画，議会での議論を確認す
ることの重要性について説いている。特に，住民に
とっては，自分たちの考えを図書館整備に反映させ
ようとするならば，これらの情報を積極的に入手し，
図書館整備に関する議論がどのように進められてき
て，今どの段階にあり，今後どのような方向で動こ
うとしているのかを理解することは必要であるだろ
う。
第2章では，自治体の中心市街地活性化を目的と
した施策の核として図書館が位置づけられる傾向や，
公共施設等総合管理計画による公共施設の再編成時
に，図書館の集約化や他の施設との複合化が検討さ
れるような，図書館整備の背景について述べられて
いる。多くの自治体で少子高齢化による人口減少や
それに伴う財政悪化という，地域の危機を想定して
いるなかで，課題となっている移住・定住・交流人
口の増加に図書館が貢献している例として島根県の
海士町が挙げられている。このように，まちづくり

に図書館整備が注目される側面もあるいっぽうで，
自治体内に図書館整備に関するノウハウが乏しく，
その整備に関する業務が民間に委託されるケースが
多い。その原因として，公務員の定数削減による継
承機会の喪失や，公共建築の設計業務が特命随意契
約から公募型プロポーザルへと変わり，図書館の建
築設計を得意とする設計事務所が減少したことを指
摘している。
第3章では，図書館整備の手法として，公的資金
を原資として行う従来方式と PPP や PFI などの
民間活用方式，さらに第3の方式としての民設民営
方式が紹介されている。現在整備が進められている
新図書館の多くは，依然として従来方式が多いとい
うことだが，民間資金やノウハウを活用した PPP
や PFI 等による図書館整備が今後増えてくること
も予想される。民間活用方式と言っても，様々な形
態がある。先行して公共施設の整備に民間活用方式
を導入した自治体の事例を把握しておくことも重要
である。
第4章は図書館整備に関する，よくある質問に答
える形式をとっている。この章で注目すべきは，市
民参加による検討委員会やワークショップ等を通じ
た市民意見の集約法や市民協働に関する項目である。
市民が図書館のあり方を「私たちごと」として捉え，
考えることを重視し，アリバイ作り的な検討委員会
の設置やワークショップの開催とならないような工
夫が紹介されている。市民が図書館整備を「私たち
ごと」と捉え，まちにとってどのような図書館が必
要で，持続可能な運営のためにはどの程度の規模が
ふさわしいかを専門家とともに考え，実際に図書館
が開館してからも，その運営を支援し続けるという
のが理想である。
本書の内容は，民間事業者である著者にとってビ
ジネス上のノウハウの一部を提供することにもなる
が，厳しい財政状況の中であっても，人々の自由と
権利を保障する機関である図書館は，様々な手法は
あるが，自治体が責任を持って整備，運営していく
べきという信念の元に書かれていることが感じられ
た。
今の図書館がどのような背景の中で存在している
のかを俯瞰的に確認するためにも，図書館で働く多
くの人に読んでもらいたい一冊である。
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